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1. はじめに 

Arduino IDE(Integrated Development Environment：統合開発環境)は、Arduino 言語

でプログラムを作成する際に使用するソフトウェアです。本書では、Studuino/Studuino 

mini を Arduino IDE で利用するための手順を記載しています。 

 

本書の内容は製品の仕様変更などにより、加筆・修正が加えられることがあります。 

 

2. Arduino IDE 

2.1. Windows をお使いの方 

1. 以下の手順で Arduino IDE をダウンロードします。 

１）Arduino サイト (https://arduino.cc/en/Main/Software)にアクセスします。 

２）「Windows ZIP file」をクリックしてダウンロードします。 

2. ダウンロードした zip ファイルを展開します。 

3. 展開したフォルダの内容を任意の場所に移動します。 

 

2.2. Mac をお使いの方 

1. 以下の手順で Arduino IDE をダウンロードします。 

１）Arduino サイト (https://arduino.cc/en/Main/Software)にアクセスします。 

２）「Mac OS X 10.10 or newer」をクリックしてダウンロードします。 

2. ダウンロードした zip ファイルを展開します。 

3. 展開されてできた、Arduino アイコンをアプリケーションフォルダに移動します。 

 

以上で、Arduino IDE のインストールは完了です。 

  

https://arduino.cc/en/Main/Software
https://arduino.cc/en/Main/Software
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3. Arduino IDE の設定 

Arduino IDE と Studuino/Studuino mini 基板を接続できるようにするために必要な設定

を行います。 

 

3.1. ハードウェア設定ファイルの追加 

Studuino/Studuino mini との接続に必要な「ハードウェア設定ファイル」を Arduino IDE

に追加します。 

1. 以下の手順でハードウェア設定ファイルをダウンロードします。 

１）Studuino サイト(https://www.artec-kk.co.jp/studuino/ja/)へアクセスします。 

２）「Arduino IDE をご利用の方」をクリックします。 

   

３）「ハードウェア設定ファイル」欄からお使いの Arduino IDE のバージョンに合った 

  ファイルをダウンロードしてください。 

2. ダウンロードしたファイルを展開し、次ページ以降の手順でコピーします。 

  

https://www.artec-kk.co.jp/studuino/ja/
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3.1.1. Windows の場合 

win フォルダの中の hardware フォルダの中身を「2.1Windows をお使いの方」で展

開した Arduino IDE の hardware フォルダにコピーします。 

 
下記フォルダ・ファイルが追加されます。 

■ hardware 

│ 

├■ studuino 

│└■ avr 

│  ├ boards.txt 

│  ├ platform.txt 

│  └ programmers.txt 

│ 

└■ tools 

  │ 

  └ ■ bootloadHID 

     └ bhid.exe 

 

  

Arduino IDE フォルダ 

ダウンロード後、展開したフォルダ 
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3.1.2. Mac の場合 

以下の手順でコピー先のフォルダを開きます。 

１）Arduino IDE のアイコンを Control キーを押しながらクリックします。 

２）表示されたメニューから「パッケージの内容を表示」を選択します。 

 

３）「Contents」フォルダの入ったウインドウが表示されますので、以下の順でフォルダを

開きます。 

「Contents」→「Resources」→「Java」→「hardware」 

４）次にダウンロードしたファイルをダブルクリックして展開し、以下の順でフォルダを

開きます。 

「mac」→「hardware」 

５）次ページの図のように、以下の手順で Studuino フォルダと bootloaderHID フォルダ

をコピーします（次ページの図とあわせてお読みください）。 

６）手順４で開いたフォルダの中にある「studuino」フォルダを手順３で開いた「hardware」

フォルダへ移動します。 

７）手順３で開いたフォルダの中にある「tools」フォルダを開きます。 

８）手順４で開いたフォルダの中にある「tools」フォルダを開きます。 

９）手順７で開いたフォルダの中にある「bootloadHID」フォルダをもう一方の「tools」

フォルダへ移動します。 

※hardware フォルダごと移動すると、上書きされて元のファイルが消えてしまうため、各

フォルダ単位で移動操作をおこなってください。 
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下記フォルダ・ファイルが追加されます。 

■ hardware 

│ 

├■ studuino 

│└■ avr 

│  ├ boards.txt 

│  ├ platform.txt 

│  └ programmers.txt 

│ 

└■ tools 

  │ 

  └ ■ bootloadHID 

     └ bhid 

Arduino IDE フォルダ 

ダウンロード後、展開したフォルダ 
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3. Arduino IDE を起動します。Winodws の場合は arduino.exe、Mac の場合は

Arduino.app を実行してください。 

 

 

4. メニューの「ツール」→「ボード」から、使用するボードを選択します。 

 

 

以上で Studuino/Studuino mini 基板と Arduino IDE 間での通信が可能になります。 

※Arduino IDE の画面例は Windows 版のものですが、Mac 版も画面の構成は同じで

す。 
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3.2. Studuino ライブラリの登録 

次に Arduino IDE で Studuino を制御する関数が利用できるように、Arduino IDE に

Studuino ライブラリを登録します。 

1. 以下の手順で Studuino ライブラリセットをダウンロードします。 

１）Studuino サイト（http://www.artec-kk.co.jp/studuino/）へアクセスします。 

２）「Atduino IDE をご利用の方」をクリックします。 

３）「Studuino ライブラリセット」をダウンロードしてください。 

2. ダウンロードした zip ファイルを展開し、中にあるすべてのフォルダを Arduino IDE

の「libraries」フォルダに移動します。 

※Mac の場合は、「3.1.2 Mac の場合」と同じ手順で、「Contents」フォルダを開き、 

「Contents」→「Resources」→「Java」→「libraries」の順で、フォルダを開いて

ください。 

Windows の場合 Mac の場合 

 

 

 

以上で、Arduino 言語で Studuino ライブラリを使用したプログラムを作成する環境が

整いました。 

  

 

http://www.artec-kk.co.jp/studuino/
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4. Studuino へのプログラム転送手順 

次に、Arduino IDE から Studuino 基板にプログラムを作成・転送します。 

 

1. Arduino IDE を起動します。 

2. Arduino IDE のメニューの「ファイル」→ 「スケッチの例」 → 「Studuino」で、「Blink」

を選択します。 

 

Studuino基板のA5ポートに接続したLEDを1秒間隔で点滅するプログラムが表示さ

れます。 
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以下の手順で、プログラムの転送と動作を確認します。 

 

１）Studuino 基板の A5 ポートに LED を接続。 

２）Studuino 基板を PC と USB コードで接続。 

３）Arduino IDE の「マイコンボードに書き込む」ボタンをクリックし、Studuino 基

板にプログラムを書き込みます。 

 

 

 

４）転送完了後、Studuino 基板に接続された LED が 1 秒間隔で点滅します。 

 

Studuino ライブラリを使用したプログラミングの詳細は、別紙の「Studuino ライブ

ラリ 関数リファレンス」を参照してください。 
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5. Studuino mini へのプログラム転送手順 

Studuino mini へプログラムを転送する場合、Studuino mini 基板上のボタンを押してリ

セット操作を行う必要があります。 

この操作を行えるようにするため、以下の設定を行ってリセット操作のタイミングがわか

るようにします。 

 

１．Arduino IDE を起動し、環境設定を開きます。 

２．「より詳細な情報を表示する」の「コンパイル」、「書き込み」にチェックを入れます。 

 

 

  

「コンパイル」、「書き込み」にチェック 
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３．「ツール」→「ボード」から「Studuino mini(3.3V, 12MHz) w/ATmega168」を選択

します。 

 

 

４．「ツール」→「書込装置」から Studuino mini を選択します。 
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５．「マ ボタンをクリックして、プログラムのコンパイルと書き込みを行います。 

 

６．コンパイル（プログラムの作成処理）中は以下のように、「スケッチをコンパイルして

います」と表示されます。 

 

 

７．プログラムの作成が完了し転送が始まると、「マイコンボードに書き込んでいます」と

表示されますので、5 秒以内に Studuino mini 基板上のリセットボタンを押します。 

 

 

 

 

  

リセットボタン 
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８．書き込みが正しく完了すると、「ボードへの書き込みが完了しました」と表示されます。 

 

 

９．5 秒以内にリセットボタンを押さなければ、エラーメッセージが表示されますので、 

もう一度前ページの手順５からからやり直してください。 
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6. お問い合わせ先 

株式会社アーテック  お客様相談窓口 

お電話によるお問い合わせ 072-990-5656 

E メールによるお問い合わせ support@artec-kk.co.jp 

 


